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日 日

　
や
が
て
死
す
べ
き
も
の
の

法
句
経
第
一
八
二
番

『

花
嫁
も
杖
つ
く
雪
の
あ
し
た
か
な
』

味
な
こ
と
を
書
い
て
ス
ミ
マ
セ
ン
。

た
。

後
の
南
禅
寺
で
す
。

御
製
の
お
歌
に

国
師
を
請
じ
て
禅
林
禅
寺
を
建
立
し
ま
し

宮
院
の
住
居
を
寄
進
し
、

東
福
寺
の
大
明

　
南
禅
寺
開
基
の
亀
山
法
皇
は
、

母
・
大

　
　
　
　
　
　
　
　
亀
山
法
皇
御
製

　
世
に
出
づ
る
も

参
り
さ
れ
て
る
方
も
居
ら
れ
ま
す
ヨ
。

嫌

も
掛
か
れ
ば
別
で
す
が
、

歩
い
て
来
れ
る

程
近
く
に
住
ん
で
居
て
も
で
す
。

家
族
の

「

和
尚
さ
ん
、

孫
に
手
が
か
か
ら
な
く
な

っ

た
ら
行
き
ま
す
ワ
」

と
お
っ

し
ゃ
っ

た

月
の
大
般
若
、

説
教
会
、

八
月
三
日
の
大

　
正
法
を

に
歳
を
取
り
ま
す
ヨ
、

と
い
う
古
歌
。

さ
ん
に
参
拝
を
お
誘
い
す
る
行
事
は
、

一

じ
だ
と
思
い
ま
す
。

供
養
の
場
で
あ
る
と

　
い
ま
命
あ
る
は
あ
り
が
た
し

ろ
う
と
も
仏
法
を
聴
き
な
さ
い
。

そ
の
為

　
耳
に
す
る
は
か
た
く

　
雨
と
風
と
を
　
い
と
う
べ
き
か
は

　
そ
の
う
ち
に
と
思
っ

て
い
て
も
、

す
ぐ

は
、

世
は
戦
で
あ
ろ
う
が
、

暴
風
雨
で
あ

場
所
を
創
っ

た
の
で
す
。

安
住
寺
と
て
同

に
寺
院
、

す
な
わ
ち
仏
法
を
聴
く
、

学
ぶ

　
う
く
る
は
か
た
く

ゃ

な
い
か
と
思
っ

て
い
る
の
で
し
ょ

う
。

か
ナ
、

と
待
っ

て
い
た
ら
「

足
が
悪
く
て

　
午
前
十
一
時
　
合
掌
会
総
会

　
午
後
一
時
　
　
卒
塔
婆
供
養

　
午
後
一
時
　
　
卒
塔
婆
供
養

誰
か
が
代
表
で
お
参
り
す
る
か
ら
い
い
じ

参
り
下
さ
い
。

仕
事
を
休
ん
で
進
ん
で
お

　
午
後
二
時
　
　
説
　
教

通
じ
て
檀
信
徒
の
皆

施
食
会
の
三
つ
で
す
。

こ
れ
ら
の
行
事
に

随
分
お
ら
れ
ま
す
。

タ
ク
シ
ー

で
何
千
円
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来
る
だ
け
事
前
の
申
込
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
午
後
三
時
半
　
総
供
養
施
餓
鬼

卒
塔
婆
供
養
料
、

一
本
五
百
円
で
す
。

出

　
午
後
二
時
　
　
説
　
教

４月

師

布
教
師
　
東
京
都
あ
き
る
野
市
　
廣
済
寺
住
職

の
ご
寄
付
を
し
て
頂
い
た
お
堂
で
す
ヨ
。

印刷

無
縁
供
養
　
説
教
会

〒873-0002　℡0978-62-2680

矢 野 明 玄

安住寺（年4回発行）

URL

安　住　寺　だ　よ　り

い
つ
お
寺
に
参
る
ん
？

渡

邊

宗

禅

　
あ
り
が
た
し

方
が
居
ま
し
た
。

も
う
そ
ろ
そ
ろ
来
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
べ
き
に

の
う
ち
に
」

と
言
わ
ず
、

元
気
な
内
に
お

一
人
じ
ゃ

行
け
ん
ご
と
な
っ

た
」
…

と
。

同
時
に
修
行
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。

沢
山

他
に
も
毎
月
の
行
事
も
あ
り
ま
す
。
「

そ

（

金
）

な
り
ま
せ
ん
。

い
と
本
当
の
春
に
は

り
お
彼
岸
が
過
ぎ
な

て
き
ま
し
た
。

矢
張

　
諸
仏
の

　
火
の
な
か
を
　
わ
け
て
も
法
は

り
下
さ
い
。

年
間
を

れ
ま
す
。

是
非
お
参

教
会
法
要
が
厳
修
さ

に
春
の
気
配
が
増
し

ま
す
。

ひ
と
雨
ご
と

　
三
寒
四
温
と
言
い

ま
だ
一
度
も
出
席
し
た
こ
と
が
無
い
方
が

　
ひ
と
の
生
を

昨年の説教会の様子です。

安住寺仏教大学？に学ぶ、善男・善女の皆様。

生
か
し
て
下
さ
い
。

　
　
　

(

閑
栖
記

)

お
り
無
縁
供
養
・
説

　
今
年
も
左
表
の
と
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「
禅
―
い
ま
を
生
き
る
ー
」 

臨
済
宗
で
は
葬
儀
の
時
に
引
導
法
語

を
唱
え
、
最
後
に
死
者
の
迷
い
を
断
ち

切
り
、
悟
り
の
世
界
へ
と
導
く
た
め
に

「
一
喝
」
を
入
れ
る
。
こ
の
臨
済
の
喝

は
宗
門
の
正
法
と
言
え
る
。 

臨
済
禅
師
は
常
に
「
人
あ
り
、
如
何

な
る
か
是
れ
仏
法
的
々
の
大
意
」
と
問

え
ば
、
即
ち
大
喝
一
声
、
「
喝
！
」
と

言
わ
れ
た
と
い
う
。 

 
 

 

『
臨
済
録
』
に
、
こ
の
喝
の
働
き
を

四
つ
に
示
し
た
、
「
臨
済
の
四
喝
」
が

あ
る
。 

 

師
、
僧
に
問
う
、
有
る
時
の
一
喝
は
、

金
剛

こ
ん
ご
う

王 お
う

宝
剣

ほ
う
け
ん

の
如
し
。
有
る
時
の
一
喝

は
、
踞 こ

地
金

じ

き

ん

毛 も
う

の
獅
子
の
如
し
。
有
る

時
の
一
喝
は
、
探 た

ん

竿 か
ん

影 よ
う

草 ぞ
う

の
如
し
。
有

る
時
の
一
喝
は
、
一
喝
の
用
を
作
さ
ず
。

汝
作
麼
生
か
会
す
。
僧
疑
議
す
。
師
便

ち
喝
す
。 

有
る
時
の
一
喝
は
、
金
剛
王
宝
剣
の

如
し
。
な
ん
で
も
切
っ
て
し
ま
う
名
刀

の
如
く
、
煩
悩
・
妄
想
や
思
慮
分
別
を

こ
と
ご
と
く
断
ち
切
る
「
喝
」 

有
る
時
の
一
喝
は
、
踞
地
金
毛
の
獅

子
の
如
し
。
金
の
毛
に
ま
と
わ
れ
た
獅

子
中
の
獅
子
。
そ
の
獅
子
が
う
ず
く
ま

り
言
を
発
し
、
気
を
吐
く
姿
は
、
百
獣

を
寄
せ
付
け
ず
、
衆
魔
も
打
ち
砕
く
凄

み
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
喝
」 

有
る
時
の
一
喝
は
、
探
竿
影
草
の
如

し
。
探
竿
と
は
、
竿
の
先
に
鵜
の
羽
根

を
つ
け
た
も
の
で
、
水
中
を
探
っ
て
魚

を
浮
草
の
下
に
集
め
て
捕
る
魚
具
を
い

う
。
つ
ま
り
、
相
手
の
様
子
を
う
か
が

い
な
が
ら
一
喝
し
、
本
物
か
偽
物
か
を

み
る
「
喝
」 

有
る
時
の
一
喝
は
、
一
喝
の
用
を
作

さ
ず
。
一
喝
の
用
を
作
さ
ず
。
こ
れ
は

自
然
の
ま
ま
、
何
の
造
作
も
意
図
も
加

え
な
い
一
喝
。
こ
れ
こ
そ
、
無
喝
の
喝

と
も
い
う
べ
き
最
上
級
の
喝
と
言
わ
れ

る
も
の
で
、
臨
済
一
喝
の
妙
処
を
説
い

て
い
る
。 

こ
の
四
喝
は
臨
済
の
一
喝
の
四
用
を

説
い
た
も
の
で
、
一
喝
は
単
に
一
喝
で

な
く
、
一
喝
の
中
に
は
天
地
乾
坤
を
含

み
、
八
万
四
千
の
法
門
を
放
つ
と
も
い

わ
れ
る
。 

 
 

去
る
三
月
十
日
、
宗
祖
の
臨
済
義
玄

禅
師
１
１
５
０
年
、
中
興
の
祖
白
隠
慧

鶴
禅
師
２
５
０
年
の
遠
諱
大
法
要
が
、

京
都
市
東
山
区
の
臨
済
宗
東
福
寺
法
堂

に
、
臨
済
禅
師
像
、
白
隠
禅
師
像
が
運

び
込
ま
れ
た
上
、
各
派
の
管
長
や
師
家
、

一
般
参
列
者
計
約
３
５
０
人
が
見
守
る

な
か
営
ま
れ
た
。 

導
師
は
、
南
禅
寺
派
管
長
の
中
村
文

峰
老
大
師
が
お
つ
と
め
に
な
ら
れ
た
。 

文
峰
老
大
師
は
、
昨
年
四
月
か
ら
一

年
間
に
わ
た
っ
て
『
臨
済
録
』
を
講
義

さ
れ
、
こ
の
大
法
要
に
臨
ま
れ
た
。
残

念
な
が
ら
私
は
こ
の
法
要
に
参
列
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
参
列

し
た
仲
間
の
和
尚
か
ら
、
お
元
気
に
導

師
を
お
つ
と
め
い
た
だ
い
た
報
告
と
法

要
の
写
真
を
頂
い
た
。 

 
 

さ
て
、
数
日
後
南
禅
寺
本
山
よ
り
、

公
益
財
団
法
人
松
ケ
岡
文
庫
所
蔵
の
『

校
訂 

臨
済
録
』
再
刊
本
が
、
こ
の
遠
諱

の
施
本
と
し
て
、
送
ら
れ
て
き
た
。
管

長
猊
下
た
っ
て
の
発
願
と
お
聞
き
し
た
。 

四
喝
の
最
後
に
「
汝
作
麼
生
か
会
す
。

僧
疑
議
す
。
師
便
ち
喝
す
。
」
と
あ
る
。 

「
さ
あ
、
汝
は
こ
の
四
喝
を
ど
の
よ
う

に
会
得
し
た
。
と
の
問
に
詰
ま
っ
た
僧

は
、
臨
済
禅
師
に
一
喝
さ
れ
る
。
」 

管
長
猊
下
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
、
『

臨
済
録
』
は
探
竿
影
草
の
「
喝
」
や
無

喝
の
「
喝
」
を
含
む
、
叱
咤
激
励
の
「

喝
」
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。 

管長猊下施本・松ケ岡文庫所蔵『校訂 臨済録』 
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本本  

物物  

のの  

供供  

養養  
「
供
養
」
を
調
べ
て
み
る
と
、
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
プ
ー
ジ
ャ
ー
ま
た
は

pūjanā

（
プ
ー
ジ
ャ
ナ
ー
）
の
訳
で
、

仏
、
菩
薩
、
諸
天
な
ど
に
香
・
華
・
燈

明
・
飲
食
な
ど
の
供
物
を
真
心
か
ら
捧

げ
る
こ
と
。 

あ
る
い
は
、
死
者
・
祖
先
に
対
す
る

追
善
供
養
の
こ
と
を
特
に
供
養
と
い
う

こ
と
が
多
い
。
ま
た
動
物
等
に
対
す
る

供
養
、
針
供
養
や
人
形
供
養
と
い
っ
た

形
の
供
養
も
あ
る
。 

法
事
で
、
故
人
の
位
牌
の
前
に
可
愛

ら
し
い
地
蔵
菩
薩
の
は
が
き
絵
が
飾
ら

れ
て
あ
っ
た
。
絵
に
は
「
故
人
の
笑
顔

を
思
い
出
し
て
・
・
」
と
あ
っ
た
。 

聞
け
ば
、
近
所
の
方
が
毎
月
命
日
に
、

は
が
き
絵
を
お
供
え
し
お
参
り
し
て
く

だ
さ
る
と
の
こ
と
。
若
く
し
て
亡
く
な

っ
た
、
故
人
の
面
影
が
伝
わ
る
は
が
き

絵
を
見
な
が
ら
、
は
が
き
絵
を
お
供
え

さ
れ
た
方
の
、
慈
愛
と
真
心
を
感
じ
ま

し
た
。 

法
事
の
際
、
皆
さ
ん
は
何
を
お
供
え

し
ま
す
か
？
ご
仏
前
・
お
花
・
果
物
や

お
菓
子
？
そ
れ
と
も
私
の
読
経
の
声
で

し
ょ
う
か
？ 

形
は
様
々
で
す
が
、
目
に
は
見
え
な

い
真
心
の
添
え
ら
れ
た
「
本
物
の
供
養

」
を
し
て
差
し
上
げ
た
い
も
の
で
す
。 

京
都
国
立
博
物
館 

特
別
展
の
紹
介 

平
成
二
十
八
年
四
月
十
二
日
～
五
月

二
十
二
日
ま
で
、
臨
済
禅
師
千
百
五
十

年
、
白
隠
禅
師
二
百
五
十
年
遠
諱
を
記

念
し
て
、
京
都
国
立
博
物
館
・
平
成
知

新
館
に
て
「
禅
―
心
を
か
た
ち
に
ー
」

と
題
し
て
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

《
展
覧
会
の
見
ど
こ
ろ
》 

お
よ
そ
一
五
〇
〇
年
前
、
菩
提
達
磨
に
よ

っ
て
イ
ン
ド
か
ら
中
国
へ
伝
え
ら
れ
た
と
さ

れ
る
禅
宗
は
、
そ
の
一
派
で
あ
る
臨
済
宗
・

黄
檗
宗
の
宗
祖
、
臨
済
義
玄
（
？
～866

）

に
よ
っ
て
広
が
り
、
我
が
国
に
は
鎌
倉
時
代

に
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
武
家
の
み
な
ら
ず
、

天
皇
家
や
公
家
、
さ
ら
に
は
民
衆
に
ま
で
広

く
流
布
し
、
日
本
の
社
会
と
文
化
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
。
最
近
で
は
欧
米
の
人

々
の
中
に
も
「
Ｚ
Ｅ
Ｎ
」
の
思
想
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。 

特
定
の
経
典
を
持
た
な
い
禅
宗
で
は
、
そ

の
教
え
は
言
葉
や
文
字
に
よ
ら
ず
、
師
の
心

か
ら
弟
子
の
心
へ
と
、
以
心
伝
心
で
受
け
継

が
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
修
業
は
坐
禅
を
中

心
に
置
か
れ
ま
す
が
、
日
常
生
活
の
行
い
や

ふ
る
ま
い
す
べ
て
が
修
行
の
一
環
と
し
て
重

視
さ
れ
、
禅
問
答
を
通
じ
た
師
と
弟
子
の
心

の
交
流
を
経
て
、
悟
り
の
境
地
へ
と
至
り
ま

す
。 

 
 

本
展
は
、
臨
済
義
玄
の
没
後
一
一
五
〇
年
、

さ
ら
に
日
本
に
お
け
る
臨
済
宗
中
興
の
祖
で

あ
る
白
隠
慧
鶴
（1686

～1768

）
の
没
後
二

五
〇
年
の
遠
諱
を
記
念
し
て
開
催
し
ま
す
。

臨
済
・
黄
檗
両
宗
十
五
派
の
全
面
的
な
協
力

の
も
と
、
禅
僧
の
肖
像
画
や
仏
像
、
書
画
、

工
芸
な
ど
を
一
堂
に
集
め
、
国
宝
約
二
十
点
、

重
要
文
化
財
約
百
点
を
含
む
約
二
百
二
十
点

の
名
宝
の
数
々
で
展
観
し
ま
す
。
禅
の
真
髄

に
触
れ
る
貴
重
な
機
会
と
な
る
で
し
ょ
う
。 

（
京
都
国
立
博
物
館
Ｈ
Ｐ
よ
り
引
用
）

ご
覧
に
な
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。 

【
日
々
是
好
日
】 

●
一
月
十
七
日
当
山
・
安
住
寺
の
大

般
若
に
始
ま
り
、
二
月
五
日
千
光
寺
（

市
内
本
庄
）
三
月
一
日
龍
雲
寺
（
大
分

白
木
）
の
大
般
若
法
要
に
お
参
り
し
、

今
年
の
息
災
を
祈
願
い
た
し
ま
し
た
。

●
今
年
に
入
り
座
禅
会
で
は
、
坐
禅
の

後
に
禅
の
語
録
を
読
ん
で
い
ま
す
。
難

解
な
禅
の
語
録
で
す
が
、
わ
か
り
や
す

い
資
料
を
も
と
に
短
い
時
間
で
解
説
し

て
い
ま
す
。
現
在
は
「
無
門
関
」
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
四
月
四
・
五
の
予
定
で
、
子
供
四
人

が
本
山
で
行
わ
れ
る
合
同
得
度
式
に
参

加
し
ま
す
。
下
の
双
子
も
四
歳
を
前
に

言
葉
も
増
え
活
発
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

●
五
月
十
八
～
二
十
日
に
開
催
の
、
住

職
副
住
職
研
修
会
に
参
加
し
て
ま
い
り

ま
す
。
●
六
月
二
～
四
日
、
南
禅
会
本

部
女
子
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
本

年
の
県
内
担
当
寺
院
は
安
住
寺
で
す
。

人
員
は
二
名
で
す
。
参
加
希
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
●
後

継
者
の
問
題
、
お
墓
・
葬
儀
の
問
題
等

々
、
行
政
だ
け
だ
は
解
決
し
な
い
問
題

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
私
も
ご
相
談

を
受
け
て
、
は
じ
め
て
調
べ
た
り
考
え

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
困

り
の
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
●
寺
報
１
５
４
号
、
皆

で
読
も
う 

 
 

「
安
住
寺
だ
よ
り
」 
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70,000円

66,214円

（内お賽銭　561,447円）

4/9、4/30、5/14、
5/28、6/11、
6/25、7/9、7/23

4/25、5/20、
6/21、7/21

「

桃
花
春
風
に
笑
む
」

御詠歌

4/8、4/18、5/6、
5/17、6/7、6/17、
7/7、7/18

坐禅会　６時～

中
村
良
吉
さ
ん
百
歳

祝
　
永
く
安
住
寺
の
総
代
等
を
お
勤

め
頂
い
た

、
中
村
良
吉
さ
ん
が
本

年
一
月
五
日
に
満
百
歳
を
迎
え
ら

れ

、
永
松
悟
杵
築
市
長
よ
り
お
祝

い
を
受
け
ら
れ
ま
し
た

。
檀
信
徒

の
皆
様
と
共
に
祝
意
を
表
し
た
い

と
存
じ
ま
す

。

き
つ
き
の
風
景

南
禅
会
本
部
女
子
研
修

無
縁
供
養
・
説
教
会

四
月
二
十
二
日

物品購入代金

合
掌
会
総
会
・
説
教

今年もお花見をする予定です

　４月３日（日）お昼頃　藤ノ川中尾の桜園でお花見を
します。閑栖和尚が行く予定ですので、おにぎりと飲み
物持参でお出かけ下さい。（雨天の時は晴れ次第）

四

月

五

日

五

月

七

日

独
秀

流

御

詠

歌

全

国

大

会

八
日
午
後
　
花
祭
り
講
演
会
（

市

仏

教

会

）

花
祭
り
（

降
誕
会
）

1,003,708円これまでの合計金額

昨
年
も
好
天
で
和
や
か
な

花
見
で
し
た

東日本大震災義援金報告

あ
れ
か
ら
五
年
経
っ

た

で
生
徒
に
話
し
た
言
葉
で
す
。

春
は
、

自
然

場

合

に

よ

っ
て

、
変

更

す
る

こ

と

も

あ

り

ま

す

。

本
山
得
度
式

三
年
経
っ

た
ら
再
建
で
き
る
と
期
待
し
て

廣石碩田先生筆　　　　　「年豊人楽」

（内お賽銭　113,562円）

　今回は、陸前高田市の物産を購入しました。説教会
の参拝者にお配りします。

四

月

八

日

　28年度もお賽銭の全額を義援金として送る予定で

す。引続きご協力をお願いします。

現金（日赤扱い）

た
く
さ
ん
の
人
が
亡
く
な
っ

た

た
の
に
　
五
年
も
経
っ

て
し
ま
っ

た

働
く
場
所
も
無
く
な
っ

た

家
も
田
ん
ぼ
も
松
林
も
無
く
な
っ

た

学
校
が
無
く
な
り
　
子
供
が
居
な
く
な
っ

た

希
望
も
　
気
力
も
萎
え
て
し
ま
う

写経会

町
が
な
く
な
り
　
店
も
病
院
も

　
県
道
杵
築
大
田
線

の
改
良
工
事
が
進
ん

で
い
ま
す
。

中
で
も

難
関
の
石
山
ダ
ム
に

架
か
る
橋
の
工
事
が

す
ご
い
。

市
内
で
一

番
大
き
な
橋
に
な
る

で
し
ょ

う
。

石
山
ダ
ム
架
橋
工
事

六
月
二
～

四
日

　
　
　
毎
月
の
行
事

ご家族とホームの職員さんと共に記念の日

り
ま
す
。

立
門
脇
小
学
校
の
鈴
木
洋
子
校
長
が
朝
会

　
あ
の
津
波
が
押
し
寄
せ
た
日
、

石
巻
市

す
。

生
徒
に
は
「

つ
ら
い
こ
と

に
巡
っ

て
く
る
と
言
う
意
味
で

か
。

本
年
三
月
末
、

門
脇
小
学

た
。

何
と
い
う
運
命
で
し
ょ

う

て
火
災
に
見
舞
わ
れ
た
の
で
し

午
後
、

大
地
震
と
津
波
、

そ
し

話
し
た
そ
う
で
す
。

そ
の
日
の

っ

と
来
る
ん
だ
か
ら
云
々
」

と

生
懸
命
生
き
て
い
れ
ば
春
は
き

世
話

人

引

継

と

決

算

報

告

校
に
な

校
は
閉

寄
せ
て
来
る
だ
ろ
う
け
ど
、

一

が
生
き
る
上
で
た
く
さ
ん
押
し

苦
し
い
こ
と
は
、

あ
な
た
た
ち

五
月
二
十
四
日

２７年度の支援結果

四
月
二
十
三
日
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